
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．単元の目標 
  万の単位について知り、十進位取りによる数の表し方及び 10 倍、100 倍、

1000 倍、1/10 にした大きさの数について理解し、大きな数の大きさの比べ方
や表し方を考える力を身に付ける。また、整数の表し方に進んで関わり、そ
の過程を振り返り、十進数としての表現のよさに気づき生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。【学習指導要領との関連 A（1）ｱ(ｱ)(ｲ)(ｳ)､A（1）
ｲ(ｱ)、内(1)】 

 
２．単元観 

本単元では、千万の単位までの数の読み方や書き方、数の順序、大小関係、
数系列を学習する。また、10 倍、100 倍、1000 倍したり、10で割ったりした
大きさの数の表し方と共に、十進位取り記数法についての理解を一層深める
ようにする。その際、身近にあるものによって具体的にその大きさをつかむ
ことができるような工夫や配慮をする。また、数字を書く位置によって各単
位の大きさを表すこと、各単位の個数が 10 になると新しい単位の１に置き
換わるという十進位取り記数法の仕組みを改めて認識できる単元である。 

 
３．児童観 

 本学級の児童は、算数リーダーを中心に算数科の授業を進めている。課題 
設定の場面は、自分たちで意見を出し合いながら学習を進められるようにな
ってきているが、それ以外の場面では、自然な対話が十分にできているとは
言えない。 
本単元に入る前にレディネステストを行った。結果は、次の通りである。 

・１００００までの数の構成、読むことができるか。・・・１００％の正答  
・１００００までの数を書く事ができるか。・・・・・・・・８１％の正答   
漢数字で書かれてある問いを数字で表すことができなかった児童が 2名い

た。学習後から時間も経過しており、既習事項の定着が十分とはいえないの
で、授業の中で位取り表を利用し復習しながら理解の定着を図る。 

 
４．指導観（特に重視したい指導者のファシリテーターとしての役割） 
  指導にあたっては、身近ではあまり見かけない大きな数（１億まで）を扱
うため、位取り記数表や数直線、具体物などを使い、理解を深めていくこと
が大切であると考える。次学年では、さらに大きな数（兆の位）まで拡張し
て学んでいくため、数についての基本的な事柄（十進数の仕組みや位取り、
命数法と記数法、数の系列、順序、大小など）の理解はもちろんのこと、そ
の理解につながる数学的な根拠も説明できるように指導していく。抽象的な
数を扱うため、具体物などの視覚的な支援を活用しながらより具体的にイメ
ージできるようにしていきたい。 
本時では、前時までの 10倍、100 倍する場合と同様に、150 を 100 と 50 に

分けて考えるなど、ある数を別の数を合わせた数とみて分けて考えることが
出来るようにさせていきたい。０の数の操作に陥りやすいため０をいくつ取
るのか、なぜ、右端の０を 1 つだけ取るのかを図や位取り記数表を使って説
明できるようにさせ定着を図っていく。【構】対話を促す手立てとして「問い
返し」や「補助発問」をあらかじめ考えておき、考えを広げたり、深めたり
できるようにする。 

 
５．単元の評価規準 
 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取組む態度 

A 

・10 倍、100 倍、
1000 倍した数
や 10 で割った
数を手際よく求
めることができ
る。 

・十進位取り記数法の
仕組みのよさに気付
き、それを活用して数
の読み方を考えたり、
数の相対的な大きさを
活用して計算の仕方を
工夫したりしている。 

・1億までの数の仕組みや
表し方について、統合的に
捉えた過程や結果を振り
返り、十進位取り記数法の
よさに気付き、進んで生活
や学習に活用しようとし
ている。 

B 

・10 倍、100 倍、
1000 倍した数
や 10 で割った
数を求めること
ができる。 

・十進位取り記数法の
仕組みを活用して、数
の読み方を考えたり、
数の相対的な大きさを
考えたりしている。 

・1億までの数の仕組みや
表し方について、統合的に
捉えた過程や結果を振り
返り、十進位取り記数法の
よさに気付き、生活や学習
に活用しようとしている。 

 
６．単元計画(全 10時間) 本時は７時間目 
① 一万の位までの数を読んだり書いたりする。 
② 千万の位までの数を読んだり書いたりする。 
③ 「万」を使った数の表し方を知る。 
④ 一億について知る。 
⑤ 不等号の意味を知る。 
⑥ ある数を 10 倍、100 倍、1000 倍すると、その積の位の数がどのように
変わるかを考える。 

⑦ 10 で割った時、商の各位の数値がどのように変わるかのきまりを考え
る。（本時） 

⑧ 桁数の多い、加法、減法の筆算を解く。 
⑨⑩ 適用問題を解き、理解を深める。 

 

１．単元の目標 
 小数のしくみや数の相対的な大きさについて理解を深め、小数の加法及び
減法の計算の仕方について、図や式などを用いて考える力を身につける。ま
た、その過程を振り返り、十進数としての表現のよさに気づき生活や学習に
活用しようとする態度を養う。【学習指導要領との関連 A(4)ｱ(ｱ)(ｲ)(ｳ)､
A(4)ｲ(ｱ)】 

 

２．単元観 
 本単元では、小数も整数と同じように十進法であることを理解させ、その
理解に支えられた小数の加減について計算能力を伸ばすことをねらいとして
いる。小数第 2 位、小数第 3 位へと小数点以下の桁数を増やしていくことが
できることを知るとともに、計算を通して整数や小数の理解を深めていくこ
とになる。さらに小数の相対的な大きさについても学習し、加法的な見方（合
わせた数）や乗法的な見方（集めた数）について学習する単元である。最後
に、加法の交換法則や結合法則も成立することを学ばせる単元である。 

 

３．児童観 
 本学級の児童は、算数リーダーを中心に落ち着いて授業を進めている。し
かし、少人数の為対話が限られ、多様な視点からの議論になりにくい。 
本単元に入る前にレディネステストを行った。結果は、次の通りである。         

・小数の数の構成が分かる。・・・・・・・・・・・・・・・１００％の正答 
・万などの単位で表された数の並び方の仕組みや、単位関係を理解してい
る。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０％の正答 
小数の学習から時間も経過していたので、単位を付けた位取りカードを活用
したり、十進法の仕組みを想起させたりしながら定着を図っていく。 

 

４．指導観（特に重視したい指導者のファシリテーターとしての役割） 
  指導にあたっては、前学年までの学習を受け、小数も整数と同じように十
進数であることを理解させていく。ここでは、小数第 2 位、小数第 3 位へと
小数点以下の桁数を増やしてことができることを知るとともに、計算を通し
て整数及び小数の理解を深めさせていく。具体的には、0.1 より少ないはした
は、0.1 を十等分した 0.01 の何個分で表すことができること、0.01 より少な
いはしたは、0.01 を十等分した 0.001 の何個分で表していくことを理解させ
ていく。さらに、小数の相対的な大きさについても理解させていく。 
本時では、数を小数第 2 位までに拡張し、これまでと同じように加法がで

きることを理解させていきたい。小数第 2 位まで含む加法は、それぞれの数
が 0.01 のいくつ分であるかという相対的な見方をすることで、既習と同様で
あることを指導していく。単なる計算の習熟ではなく、小数の相対的な見方
を理解した上で、整数と同じように筆算ができるという見方・考え方を育ん
でいく。【構】多様な視点から議論させるようにするため、子どもたちをゆさ
ぶる「問いかけ」や「補足説明」を行い、学びを広げたり、深めたりしていく。 

 

５．単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

A 

・十進位取り記
数法を元にした
小数の仕組みや
表し方、加法や減
法の計算の仕方
を理解し、計算が
できる。 

・十進位取り記数法の原
理を元に、端数部分の表
し方や計算の仕方を論理
的に考え、図や言葉を用
いて表現し、分かりやす
くまとめている。 

・小数の仕組みを元
に、加法や減法の計算
の仕方を考えようとし
ている。 

B 

・小数の仕組み、
加法や減法の計
算の仕方を理解
し、簡単な計算が
できる。 

・小数の表し方や計算の
仕方が、整数の場合と同
じようにできることに気
づき、具体物や図を用い
て考えている。 

・端数部分を数値化す
る必要性を感じ、小数
の加法や減法の計算の
仕方を考えようとして
いる。 

 

６．単元計画(全 10時間) 本時は７時間目 

① 0.1Ｌを 10等分した 1つ分を 0.01Ｌと表すことを知る。 

② １ｃｍが 0.01ｍと表されることを知る。 

③ 0.01Ｌを 10 等分した一つ分を 0.001Ｌと表すことを知る。 

④ 小数の位取りの仕組みをまとめる。 

⑤ 小数の相対的な大きさについて、整数の時と同じ考えを元に、比べ方

を話し合う。 

⑥ 10 倍、1/10 の数の、それぞれの数の位について考える。 

⑦ 小数第 2位までの加法の筆算の仕方を知る。（本時） 

⑧ 小数第 2位までの減法の筆算の仕方を知る。 

⑨ 小数でも加法の交換法則や結合法則が成り立つことを確かめる。 

⑩ 適用問題を解き、理解を深める。 

 

第３・４学年（複式学級） 算数科学習指導案 
指導者 橘 隆史  

■日 時  令和 7年 10 月 29 日（水）１３：４５～１４：３０ 

■学 年  第３学年 ４名    第４学年 ２名 

【第３学年】 

■単 元 名   「大きい数」

■本質的な問い 大きい数を学ぶ意義とは？ 

■  1 万より大きい数を学ぶ上で大事なことは？ 

 

【第４学年】 

■単 元 名   「小数」 

■本質的な問い １より小さい数を学ぶ意義とは？ 

■  １より小さい数を学ぶ上で大事なことは？ 



７ 本時の学習 

３年 
【本時の目標】10で割った数の表し方が分かる。 

【準 備 物】位取り表、10円玉と 5円玉がそれぞれ数枚ずつ。 

４年 
【本時の目標】小数の加法の意味と計算の仕方を考え、計算ができる。 

【準 備 物】各自のタブレット 

指導上の留意事項(○) 

評価規準(評価方法)(★) 

【場】場のデザインのスキル 

【対】対人関係スキル 

【構】構造化のスキル 

【合】合意形成のスキル 

学習活動 

発問（●） と 予想される児童の反応(・) 

指導上の留意事項(○) 

評価規準(評価方法)(★) 

【場】場のデザインのスキル 

【対】対人関係のスキル 

【構】構造化のスキル 

【合】合意形成のスキル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

〇10 円玉を 10枚、5円玉を

10 枚利用して考えさせ

る。 

〇前時に利用した「位取り

表」を使って考えさせ

る。 

 

〇位取り表を元に、150 の

１は十の位に、５は一の

位に移動していることに

気づかせる。 
〇【構】「受け止めて引き出す
ための補助発問」として、
「『10でわる』とは、他の
言い方をすると、どういう
ことですか。」と、問い返し
「10 で割るということは
10 個に分けることと同
じ。」ということを理解さ
せ、取り組ませる。 

〇お金の操作と位取り表の

数字の変化を関連づけて

おさえる。 

 

 

 

 

  

 

〇機械的に０を１つ減らす

のではなく、10 でわると

いうことは 10個に分ける

ことと同じだというイメ

ージを持って取り組ませ

る。 

★10でわった時の商も、積

の場合と同様に考えてい

る。（発言） 

 

〇位取り表を使い、変化の

様子を説明させる。 

１ 問題をつかむ 

 

 

 

 

 

２ 知りたいことを確認する 

・それぞれの１個あたりの値段。 

 

３ 見通しを持つ 

・割り算で求める。 

・図に描いて求める。 

（前時では） 

・⑩⑩⑩⑩⑩ ⑩⑩⑩⑩⑩⇒100 

と考えたから…50⇒⑤⑤・・と 10個に

分ける。 

・位取り表を使う。 

 

４ めあてを考える 

 

 

５ 一人で考える  （＊50は省略） 

・100⇒⑩⑩⑩⑩⑩ ⑩⑩⑩⑩⑩ 

・50⇒⑤⑤⑤⑤⑤ ⑤⑤⑤⑤⑤ 

 だから、⑩＋⑤で、15となる。 

150÷10＝15 である。 

・位取り表を使う。 

 

６ みんなで話し合う 

・図でも位取り表でも、数字の並び方は、

「15」「5」となり、一の位の０が取れる。 

７ 学習のまとめをする 

 

 

 

 

８ たしかめの問題を解く 

（１）ｐ３１△１ 10 でわった数を求めよ

う。 

①700 ②5000 ③6430 ④8500 

A. ①70 ②500 ③643 ④850 

 

（２）ｐ３１△２ 35 を 10 倍しよう。その

数を 10 でわろう。どんなことが分かるか

な。 

 

 

A.10 倍すると位が一つ上がり、10 でわると

位が一つ下がるので、変わらない。 

 

９ 振り返りをする 

  １ 問題をつかむ 

水そうに水が 2.25Ｌ入っています。この中に、

1.34Ｌの水を入れると、全部で何Ｌになります

か。 

 

２ 知りたいことを確認する 

・全部で何Ｌになるのかです。 

 

３ 見通しを持つ 

・水を入れるので、たし算です。 

・式は、2.25＋1.34 です。 

 

４ めあてを考える 

【めあて】小数第二位まであっても、たし算がで

きるのかな。 

 

５ 一人で考える 

・１Lが３つ。0.1L が５つ。0.0１L が９つで、合

わせて、3.59L となる。 

・2.25 は 0.01 が 225 こ。1.34 は 0.01 が 134 こ。 

225＋134＝359 だから、3.59 となる。 

 

６ みんなで話し合う 

・0.01L のいくつ分かで求めることができた。 

・１L、0.1L、0.01Ｌがそれぞれいくつ分かで求め

ることができた。 

 

７ 筆算での計算方法を知る 

●筆算では、どうすればよいのですか。 

 

 

 

 

 

 

 

●p44 の△１の 4.25＋2.18 の筆算問題を解こう。   

A.6.43 

 

８ 学習のまとめをする 

 

 

 

９ たしかめの問題を解く 

（１）p44 の△２、△３を教科書にしましょう。 

△２① 2.16＋0.73＝2.89 ②5.74＋2.63＝8.37 

△３① 9.23＋0.47＝9.70 ０は消して 9.7 

②5.04＋2.96＝8.00 00 は消して、８ 

（２）下記の計算は正しいですか。間違っている場

合は、正しく計算をしましょう。 

 

A.各位を揃えて計算し 7.15 です。 

   

（３）ｐ44 の△５の補充問題をする。 

①6.27＋3.51 ②8.46＋0.32 ③1.54＋2.38 

④4.72＋3.49 ⑤9.62＋0.18 ⑥3.21＋2.5 

A.①9.78 ②8.78 ③3.92 ④8.21 ⑤9.8 

 ⑥5.71 

10 振り返りをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇たてに位を揃えて書く

事、整数の時と同じよう

に位ごとに計算する事、

和の小数点は上の小数点

の位置に揃えてつける事

をおさえる。 

★小数の加法の仕方を考え

説明している。（発言） 

〇動画でアルゴリズムを確

認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇答えの末尾が０になった

時は、その０を消してお

くことを確認する。 

 

○「【構】かみ合わせて整理

するための補助発問」と

して、左図を提示し「整

数と同じように右揃えで

計算すればよいのではな

いか。」とゆさぶり「小数

の位取り」の仕組みの定

着を図る。 

〇位を揃えて書いている

か、末尾が０の場合、０

を斜線で消しているのか

を確認させる。 

★小数の加法の筆算でも位

を揃えて計算できる。（ノ

ート） 

 

 

 

  

  

 

 

  

  

 

【振り返りの視点】①めあてに対して分かったこと。②もっと考えてみたいこと。③もっと調べてみたいこと。④もっと工夫してみたいこと。⑤友達の考えのよさ。 

1 ふくろにあめが 10 こずつ入っ
ています。あめ１このねだんはそれ
ぞれ何円ですか。  
・50 円で 10 こ入り。 
・150 円で 10こ入り。 

一の位に０のある数字を 10 でわると、

どの数字も位が 1 つ下がって、右はし

の０をとった数になる。 

10 でわったら、どんな数になるのかな。 

水そうに水が 2.25Ｌ入っています。この中に、

1.34Ｌの水を入れると全部で何Ｌになりますか。 

小数のたし算は、整数の場合と同じように、位

をそろえて計算する。 

小数第二位まであっても、たし算ができるのか

な。 


